
土壌・地下水浄化技術展
●分析　●調査・コンサルタント　●処理システム（重金属・汚泥水など）　
●浄化技術・機器　●その他情報関連

地盤改良技術展
●各種工法（地盤改良・液状化防止）　●分析・調査・コンサルタント　
●処理システム　●対策技術・建機　
●構造物対策（保護、修理、補修・補強工法、劣化防止 等）　●その他情報関連

基礎工技術展
●各種基礎工法
（杭基礎（既製コンクリート杭、鋼管杭、場所打ちコンクリート杭等）、ケーソン、鋼管矢板、地中連続壁等）
●杭頭関連技術　●各種地下工法（山留め・土留め、既存杭撤去、立坑等）　
●斜面・のり面対策工法（グラウンドアンカー、補強土、のり面緑化、落石対策等）
●地盤調査技術（ボーリング技術、サンプリング技術、原位置試験技術等）　
●施工機械（土工機械、基礎工事機械等）　●情報化技術（計測技術、施工管理技術等）　
●小規模建築物に関する地盤調査・補強技術

■ 主な出展内容  （一部予定）

■ 出展者一覧 ／：共同出展社　（50音順・7月11日現在） ■ 製品・技術発表会 聴講無料

■ 同時開催展　　　　　
※本展来場者は下記の同時開催展も
　入場可能です。（再登録不要）

JIMA2018 [ 第9回総合検査機器展 ]
製造業を主とした検査・計測・試験・評価・保守に関する専門展示会
主　　催：一般社団法人日本検査機器工業会
特別協力：フジサンケイ ビジネスアイ

INTERMEASURE2018 [ 第28回計量計測展］
計量計測業界最大規模。世界の最先端技術が一堂に集まる総合展示会
主　　催：一般社団法人日本計量機器工業連合会
特別協力：フジサンケイ ビジネスアイ

センサエキスポジャパン2018
センシングに関する専門展示会
主　　催：フジサンケイ ビジネスアイ

SUBSEA TECH JAPAN 2018
海洋技術、海洋ビジネスに関する専門展示会
主　　催：フジサンケイ ビジネスアイ

登
録
欄

登
録
を
正
確
に
す
る
た
め
に

お
名
刺
の
貼
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

名
刺
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
楷
書
で

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

事前に下記全ての項目にご記入の上、名刺1枚を添えて会場受付にご提出ください。
引き換えに来場者証をお渡しします。

名刺貼付

会社・団体名

所属･役職

住所　〒

氏名

Tel. Fax.

E-mail

●会場内でのカメラ・ビデオカメラなどによる撮影、ビラ・チラシ等の配布、出展社への妨害および来場者への迷惑
行為は固くお断りします。

＜主催者としての個人情報のお取り扱いについて＞
①ご登録いただいた個人情報は本展の運営管理、実施、次回開催等のご案内および主催者・オーガナイザーの関連行事案内等のために使用いたします。
②本展示会は来場者バーコード管理システムを導入しております。 併せて、各出展ブースへ訪問の際も同様に名刺を頂戴するかわりにご来場
者のバーコードを読込ませていただく場合がございます。読込ませていただきますと当該出展社より、各種ご案内、情報、等が行く場合もご
ざいますのでご承知いただきますようお願い申し上げます。

③個人情報の漏洩、滅失、改ざん等を防止する処置を講じます。
④主催者・オーガナイザーは、業務委託先が適切に個人情報を取り扱うよう指導いたします。

入場登録券 地盤技術フォーラム2018

●あなたの業種は？
□01 農林、水産
□02 鉱業
□03 建設
□04 食料品
□05 繊維
□06 紙、パルプ
□07 化学、ゴム
□08 医薬
□09 石油、石炭
□10 ガラス・土石
□11 鉄鋼
□12 非鉄金属
□13 金属製品
□14 機械
□15 電気機器
□16 輸送用機器
□17 精密機器
□18 電気、ガス
□19 運輸、倉庫
□20 情報、通信
□21 卸売
□22 商社
□23 小売
□24 銀行
□25 証券
□26 保険

□27 その他金融
□28 不動産
□29 サービス
□30 官公庁、団体
□31 教育

●あなたの職種は？
□41 研究開発
□42 総務
□43 人事
□44 経理
□45 情報処理、システム
□46 経営企画
□47 広報、宣伝
□48 営業、サービス
□49 設計
□50 生産、品質管理
□51 教職員
□52 学生

●あなたの役職は？
□61 会長、社長
□62 役員
□63 部長、次長クラス
□64 課長クラス
□65 係長、主任クラス
□66 専門職
□67 一般社員

●本展を知ったのは？
□81 本招待券
□82 ホームページ
□83 新聞・雑誌
□84 ポスター
□85 知人に聞いて
□86 その他

●ご来場の目的は？
□91 製品・企業情報収集
□92 業界情報収集
□93 購入のための比較検討
□94 商談
□95 その他

●今回のご来場で
　お探しのものは？
　（複数回答可）
□121 調査・測定・分析
□122 評価・鑑定
□123 計画・設計・解析
□124 機器・設備、製造、販売
□125 修復施工技術
□126 施工・運転・維持・管理
□127 モニタリング
□128 その他

□191 次回の出展案内を希望する

出展各社による、新製品･技術等のプレゼンテーション
【会 場】 東5ホール特設会場D 、E会場
【定 員】 80席（無料、当日受付、総入替制） 直接会場へお越しください。

2018年
9月26日（水）～28日（金）
10:00～17:00 東京ビッグサイト 東5ホール

東京都江東区有明3-10-1（〒135-0063）

www.sgrte.jp

地盤改良技術・工法に関わる、
ビジネスマッチングと
事業拡大の促進を目指して

地盤改良技術・工法に関わる、
ビジネスマッチングと
事業拡大の促進を目指して

主催：

建築、道路・港湾・鉄道構造物、
産業施設などインフラを支える
基礎工の技術・工法および周辺技術を一堂に

建築、道路・港湾・鉄道構造物、
産業施設などインフラを支える
基礎工の技術・工法および周辺技術を一堂に

主催：
共催：月刊「基礎工」（（株）総合土木研究所）/パイルフォーラム株式会社

主催： 一般社団法人土壌環境センター

環境にやさしい浄化技術、
企業活動と自然の共生をめざして
環境にやさしい浄化技術、
企業活動と自然の共生をめざして

地盤改良技術展
Soil Improvement Technology Expo

土壌・地下水浄化技術展
Soil and Groundwater Remediation Technology Expo

基礎工技術展
Foundation Work Engineering Expo

地盤技術フォーラム2018 ご招待状

入場無料

〒101-0041 東京都千代田区神田須田町1-24-3 FORECAST神田須田町4F　TEL. 03-5297-8855　FAX. 03-5294-0909　E-mail: info2018@sgrte.jpオーガナイザー／展示会事務局：  　　  （株）シー・エヌ・ティ

後援：国土交通省、環境省
協賛：（公財）日本環境協会、（公社）化学工学会、（公財）環境科学会、（公社）地盤工学会、（公社）土木学会、（公社）日本水道協会、（公社）日本地下水学会、（公社）日本農芸化学会、

（公社）日本不動産鑑定士協会連合会、（公社）日本水環境学会、（一社）全国地質調査業協会連合会、（一社）日本汚染土壌処理業協会、（一社）日本環境化学会、（一社）日本建築学会、（一社）日本地質学会、
（一社）日本土壌肥料学会、（一社）廃棄物資源循環学会、（公社）日本コンクリート工学会、（公社）日本道路協会、（一社）日本建設業連合会、（一社）建設コンサルタンツ協会、（一社）日本建築構造技術者協会、
（一社）日本建設機械施工協会、（一財）日本ダム協会、（一社）セメント協会、（一社）全日本建設技術協会、（一社）土壌環境センター、（一社）日本埋立浚渫協会、（一社）日本海上起重技術協会、
（一社）日本道路建設業協会、（一社）コンクリートパイル建設技術協会、（一社）鋼管杭・鋼矢板技術協会、（一社）日本基礎建設協会、（特非）住宅地盤品質協会、（一財）ベターリビング　　　　　　以上申請中

NEW!

※本フォーラム（各展示会）は、土木学会認定CPDプログラム及び、全国土木施工管理技士会連合会認定CPDSプログラムです。

26日（水）

E
会
場

11：30–12：15 【地盤】 地盤注入開発機構
急速浸透注入工法

12：30–13：15 【地盤】 WILL工法協会
WILL工法（スラリー揺動攪拌工法）

13：30–14：15 【地盤】 小野田ケミコ（株）
進化する地盤改良技術の紹介（ＳＤＭ－Ｆｉｔ、ＮＪＰ工法シリーズ）

14：30–15：15 【地盤】 エポコラム協会
エポコラム工法（Loto工法、Taf工法、Pls工法）について

15：30–16：15 【地盤】 三信建設工業（株）
三信建設工業の地盤処理技術

27日（木）

D
会
場

10：30–11：15 【土壌】 日本電子（株）
ポータブルGCによる高湿度土壌ガス分析!

11：30–12：15
【地盤】 PDCコンソーシアム（液状化ポテンシャルサウンディング）
地盤のリアルタイム液状化判定装置（PDC：ピエゾドライブコーン）の
ご紹介

12：30–13：15 【地盤】 （株）不動テトラ
維持補修やリニューアルに適用可能な地盤改良技術

13：30–14：15 【地盤】 V-JET協会
高速化・大口径化を可能にしたVjet工法

14：30–15：15
【地盤】 ケミカルグラウト（株）
新地盤凍結工法  アイスクリート工法（ICECRETE）
本設基礎に適用できる高圧噴射撹拌工法  エコタイト-S工法

15：30–16：15 【地盤】 （株）ワイビーエム
地盤対策の一歩未来

E
会
場

10：30–11：15 【基礎工】 パイルダイナミックス／（株）シーズエンジニアリング
場所打ち杭の品質管理技術

11：30–12：15
【基礎工】 木材活用地盤対策研究会
丸太打設による液状化対策・軟弱地盤対策（丸太打設液状化対策＆カーボ
ンストック（LP-LiC）工法、丸太打設軟弱地盤対策＆カーボンストック工法）

12：30–13：15 【基礎工】 ヒロセ補強土（株）
マイクロパイリングによる地盤補強

13：30–14：15 【地盤】 （株）アサヒテクノ
スーパーウェルポイント工法とその応用技術

14：30–15：15 【基礎工】 既存杭引抜研究会（杭抜研究会）
既存杭引抜工法と杭穴埋戻しについて

15：30–16：15 【基礎工】 （株）丸建興業
狭隘地での地中障害撤去工法（MRT工法）

28日（金）

E
会
場

10：30–11：15
【基礎工】 （株）WASC基礎地盤研究所
自然災害と共生する住宅を!
液状化には 『モードセル工法』、斜面崩壊には 『クイットメル工法』

11：30–12：15 【基礎工】 エコジオ工法協会
砕石の地盤改良「エコジオ工法」の特長と活用事例

12：30–13：15 【地盤】 日特建設（株）
都市空間の可能性を開く、新しい“土の創造”

13：30–14：15 【基礎工】 日特建設（株）
老朽化したのり面の補修技術

14：30–15：15

【基礎工】 ライト工業（株）
・第19回国土技術開発賞 創意開発技術賞 繰り返し注入型地山補強土工法 

小径削孔・注入で大径補強材を造成「ロータスアンカー」
・高圧噴射撹拌工法管理システム「ICT-JET」

15：30–16：15 【基礎工】 （株）エフビーエス・ミヤマ
株式会社エフビーエス・ミヤマの基礎技術

土壌・地下水浄化技術展
旭化成建材

（株）エイチテック
（株）大林組
シーリングソイル協会
JFEミネラル（株）
清水建設（株）
住友大阪セメント（株）
大成建設（株）

（株）タツノ
DOWAエコシステム（株）
／（一社）日本汚染土壌処理業協会

（株）中村基礎
日本コンクリート工業（株）
日本地下水開発（株）
日本電子（株）
ビーエルテック（株）

（株）三菱ケミカルアナリテック

地盤改良技術展
あおみ建設（株）

（株）アサヒテクノ
V-JET協会
WILL工法協会

（株）エステック
エポコラム協会
MITS工法協会
／（株）KGフローテクノ　技術センター
／日本車輌製造（株）機電本部

（株）大阪防水建設社
小野田ケミコ（株）

（株）グランテック
ケミカルグラウト（株）
三信建設工業（株）

（株）サンワールド
／コマキオー
／デドン エンジニアリング
CDM研究会
CPP工法協会
地盤注入開発機構
SUPERJET研究会
／クロスジェット協会
RRR（スリーアール）工法協会

（一社）セメント協会
（株）総合土木研究所
大起理化工業（株）

（株）竹中土木
多摩川精機（株）
DCS工法研究会
テフロンTM処理防塵固化材協会
東急建設（株）
東興ジオテック（株）
動的注入工法協会
東陽商事（株）

（株）東洋スタビ
日特建設（株）
パワーブレンダー工法協会
PDCコンソーシアム（液状化ポテンシャルサウンディング）

（株）不動テトラ
（株）本久
（株）菱晃
（株）ワイビーエム

基礎工技術展
アース・スキャニング研究会
／（株）レアックス
エコジオ工法協会
F.T. Pile構法既製杭協会［協賛：大成建設（株）］

（株）エフビーエス・ミヤマ
応用計測サービス（株）

（株）オーク
越智建設（株）
既存杭引抜研究会（杭抜研究会）
協同組合Masters　地盤環境事業部会　
土留部材引抜同時充填工法研究会

（一社）コンクリートパイル建設技術協会
（株）サンワールド
／コマキオー
／デドン エンジニアリング
JFEグループ
Σ-i工法協会

（株）地盤試験所
／東邦地下工機（株）
ジャパンパイル（株）
ソイルメックジャパン（株）
蘇州市能工基礎工程有限責任公司
大豊建設（株）
大裕（株）

（株）竹中工務店
千代田工営（株）
TRD工法協会

（株）東設土木コンサルタント
／（株）セロリ
／（株）ケーウェイズ

（株）トーメック
トタル・ルブリカンツ・ジャパン（株）
日特建設（株）
日本基礎技術（株）
日本コンクリート工業（株）
日本ヒューム（株）
パイルダイナミックス
／多摩火薬機工（株）
／（株）シーズエンジニアリング
パイルフォーラム（株）
ヒロセ補強土（株）

（株）丸建興業
マルチドリル工法協会
丸藤シートパイル（株）
三谷セキサン（株）
木材活用地盤対策研究会
モバックスジャパン（株）
ライト工業（株）

（株）ワキタ
（株）WASC基礎地盤研究所

※出展者の詳細情報や、出展製品のご案内等の 
最新情報は、Webサイトに公開しております。
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26日（水）
G会場 地盤技術フォーラム 基調講演 26-G1

10:30–11:15
多様化する地盤改良技術と地盤汚染対策への適用 
地盤工学は地盤環境をめぐる多様なリスクを回避するために、数多くの貢献を
果たしており、特に我が国の地盤改良技術は実用の技術として国際的にも高い
評価を得ている。これら地盤改良技術の特徴と多様な適用性を解説し、災害廃
棄物処理への適用や、地盤環境の汚染対策への展開などについても触れる。

京都大学名誉教授　環境地盤工学研究所　理事長　嘉門 雅史 氏

11:15–12:00
大震災の起きない都市を目指して 
日本学術会議では「大震災の起きない都市を目指して」としての提言を昨年8月
に発表した。現在の我が国のように非常に高密度の建物や機能が集中している
都市に多くの人や組織が集まっているところでは、いったん大地震に遭遇すると
社会システムの崩壊なども含めて悲惨かつ甚大な震災となりうる。これを防ぐ
ためにはハード的な対策とともにソフト的な対策も含めた事前の対策が必須である。これらについ
て都市の将来を見通して何をなすべきかについて述べたい。

東京工業大学名誉教授／日本免振構造協会　会長／元・日本建築学会　会長　和田 章 氏

F会場 土壌・地下水浄化技術展セミナー 26-F1

13:00–
改正土壌汚染対策法について 環境省　水・大気環境局　土壌環境課　課長補佐　中村 雄介 氏

14:00–
都における土壌汚染対策制度の見直しに係る検討について 
東京都 環境局 環境改善部 化学物質対策課　統括課長代理（土壌地下水汚染対策総括担当）　名取 雄太 氏

15:00–
クロロエチレン及び1,4-ジオキサンに係る調査・対策について 

（一社）土壌環境センター 技術委員　鈴木 圭一 氏

G会場 基礎工技術展セミナー 26-G2
13:00–13:40
道路橋技術基準について （一社）鋼管杭・鋼矢板技術協会　代表理事　岡原 美知夫 氏

13:40–14:20
建築物の杭基礎における最近の話題 

パイルフォーラム（株）　取締役副社長　桑原 文夫  氏

14:30–15:10
最近の港湾構造物における基礎工 

東京理科大学　理工学部　土木工学科　教授　菊池 喜昭  氏

15:10–15:50
最近の鉄道構造物における基礎工 

（公財）鉄道総合技術研究所　構造物技術研究部長　神田 政幸  氏

27日（木）
F会場 土壌・地下水浄化技術展セミナー 27-F2

不動産取引における土壌汚染トラブル予防のポイント 
主催：特定非営利活動法人 イー・ビーイング Land-Eco土壌第三者評価委員会

10:30–11:10 
土壌汚染関連事件から考える土壌汚染トラブル予防

牛島総合法律事務所 弁護士　井上 治 氏

11:10–11:35 
土壌汚染調査・対策の信頼性を高める第三者評価
Land-Eco土壌第三者評価委員会　委員長/サウンドソイル研究所　所長　川地 武 氏

11:35–12:00
井上氏、川地氏、イー・ビーイング 理事長 井上健雄氏の
3名によるディスカッション

G会場  有　料 　　地盤改良技術展セミナー 27-G3

第15回「軟弱地盤の改良」技術講習会　※土木学会認定CPDプログラム
主催：月刊誌「基礎工」·（株）総合土木研究所

軟弱な地盤のうえに地震の多い我が国では軟弱な地盤の改良は常に建設工事の中
心課題の1つであります。それだけに改良工法の発達も目覚ましく多種多様の工法
が開発され活用されています。今回はその技術の最近の動向や品質管理の基準・
手法などを経験豊富な講師陣から学びます。

10:30–11:10
深層混合処理技術の最近の動向 

東京工業大学　環境・社会理工学院　土木・環境工学系　教授　北詰 昌樹 氏

11:10–11:50
建築における地盤改良の品質管理 （一財）ベターリビング　上席参与　二木 幹夫 氏

11:50–12:30
静的締固め地盤改良の品質管理 

港湾空港技術研究所　地盤研究領域　地盤改良研究グループ　主任研究官　高野 大樹 氏

【申込先】　総合土木研究所　https://www.kisoko.co.jp/conference/index.html

F会場 地盤改良技術展セミナー 27-F3
13:00–
目からウロコの地盤改良技術 

早稲田大学　創造理工学部　社会環境工学科　教授　赤木 寛一 氏

14:00–
大深度・高水圧下での大規模凍結工法を用いたセグメントの地中拡幅工事

東京都下水道局　第一基幹施設再構築事務所　工事第一課　課長　重野 達史 氏

15:00–
地下鉄の最近の工事と地盤改良

東京地下鉄（株）　改良建設部　技術基準担当部長　小西 真治 氏

G会場  有　料 　　 基礎工技術展セミナー 27-G4

第10回パイルフォーラム技術交流会　
「建築における杭基礎の技術動向と展望」 主催：パイルフォーラム（株）

杭基礎は建築構造体を安全に支える重要な役割を担ってきた。しかしそれ自体が地中に
あり目に見えないことから、注目される存在とは言い難い面もあった。だがいったんその
性能に齟齬があると大きな不安要素となり社会的な問題にもなりうることが改めて認識
された。そのような意味から、報道という別な視点からの課題と今後の方向について基
調講演をいただくとともに、建築杭基礎構造分野の第一人者の方々に、最新の技術動向
を明らかにしたうえで、今後の展望についても提言して頂き、本テーマの認識を深めたい。

基調講演
13:00–13:30
報道から見た杭基礎問題 NHK　解説委員　中村 幸司 氏

各分野の技術動向と展望
13:30–14:00
杭基礎の鉛直支持力 

大成建設（株）　都市基盤技術研究部　構造研究室　主幹研究員　長尾 俊昌 氏

14:00–14:30
杭基礎の耐震問題 東京工業大学　環境・社会理工学院建築学系　准教授　田村 修次 氏

14:30–15:00
既製杭の施工法

（一社）コンクリートパイル建設技術協会　施工委員長（三谷セキサン（株））　木谷 好伸 氏

15:00–15:30
場所打ちコンクリート杭の施工法

（一社）日本基礎建設協会　技術委員会委員長（東洋テクノ（株））　宮本 和徹 氏

15:30–16:00
質疑

【申込先】　パイルフォーラム　https://goo.gl/forms/KwGb4nQ2virP99Zr2

28日（金）
F会場 土壌・地下水浄化技術展　特別講演 28-F4

10:30–11:15
「除染」「中間貯蔵施設」の進展と未来志向の取組に向けて 

東日本大震災から丸7年を超え、復興の基盤となる除染、中間貯蔵施設なども、
より的確に、地域のニーズに向き合って進めていく。また今後の地域の再生に
参画する取組にも注力したい。

中間貯蔵・環境安全事業株式会社（JESCO）代表取締役社長　小林 正明 氏

11:15–12:30
放射能汚染廃棄物等の処理・処分への対応 
事故後，東日本の広範で実施されてきた放射能汚染廃棄物等の処理・処分につ
いて，技術的なフォローマップとして実施してきた研究活動について報告し，今
後に向けた研究的取り組みについて紹介する。

国立環境研究所　福島支部　汚染廃棄物管理室　室長　遠藤 和人 氏

F会場 地盤改良技術展セミナー 28-F5
【セメント系固化材セミナー】 主催：（一社）セメント協会

セメント系固化材は土を固めるためのセメントとして、1970年代にセメントメーカー
が開発した。2017年度の販売実績は829万トンとなり、地盤改良材料として全国
各地で活用されている。本セミナーでは、セメント系固化材の概要や固化の原理、
最近の適用事例とともに、自然由来の重金属等を含む発生土の有効利用におけるセ
メント系固化材の活用について紹介する。

セメント系固化材を用いた地盤改良工事の報告書が、セメント協会ホームページより無料
ダウンロード（http://www.jcassoc.or.jp/cement/1jpn/jf8a.html）できます。

13:00–14:00
土を固めるセメント系固化材 

セメント協会 セメント系固化材普及専門委員会 PR-WGリーダー　河本 年史 氏

14:00–15:00
セメント系固化材の拡がる用途と役割 

セメント協会 セメント系固化材普及専門委員会 委員長　斎藤 準護  氏

15:00–16:00
発生土の利用と自然由来物質 －「手離れのよい事業」をこえて 

京都大学大学院 教授　勝見 武  氏

G会場 基礎工技術展セミナー 28-G5
「最近の地下工事」
10:30–11:00
地下は技術開発の宝庫である 広島工業大学　客員教授　宮崎 祐助 氏

11:00–11:40
近接構造物と地下工事 清水建設（株）　技術研究所　リサーチフェロー　桂 豊 氏

11:40–12:20
都市部での最新地下施工技術 （株）竹中工務店　技術研究所　専門役　青木 雅路 氏

G会場  有　料 　　 基礎工技術展セミナー 28-G6

第11回「これからの戸建て住宅基礎・地盤」技術講習会　
※土木学会認定CPDプログラム 主催：月刊誌「基礎工」·（株）総合土木研究所

地震や豪雨などの自然災害による住宅被害は一般建築物に比べてかなり多い。その
原因は、住宅がRC造やS造の一般建築物に比べて極端に軽量なため地盤や基礎を
それほど強固にする必要がないことに加えて、斜面や擁壁の調査・診断・対策に多
額の費用を投資できない経済的な制約等が挙げられる。このような宅地や住宅事情
に鑑み、近年の自然（地盤）災害による住宅被害から見えてくる課題や被害を防止・
軽減するための方策を解説する。

13:00–14:00
近年の地盤災害を踏まえた傾斜地や擁壁と住宅基礎の課題 

（一財）ベターリビング　上席参与　二木 幹夫 氏

14:05–15:05
宅地における斜面・擁壁の調査・診断・補強のポイント

（株）カヌカデザイン　代表取締役　鹿糠 嘉津博 氏

15:10–16:10
斜面や擁壁近傍の宅地における住宅の地盤補強や基礎計画のポイント 

旭化成ホームズ（株）　技術本部　地盤技術開発室長　伊集院 博 氏

【申込先】　総合土木研究所　https://www.kisoko.co.jp/conference/index.html

■ 同時開催展示会合同企画 聴講無料 　　　　【申込方法】 Webサイトよりお申し込みください。 www.jima-show.jp

9月26日（水） 11：00～12：00　　【会 場】レセプションホールA　　【講 師】経済産業省　製造産業局

9月26日（水） 13：30～14：30　　【会 場】レセプションホールA　　【講 師】ロボット革命イニシアティブ協議会　事務局長　久保 智彰 氏 

「ロボット革命の進展とIoTによる製造ビジネスの変革」
2015年に設立されたロボット革命イニシアティブ協議会のこれまでの活動成果と今後の展望を紹介する。ロボットに関しては利活用推進およびイノベーション加速、IoTに
関しては国際標準化、セキュリティ、中堅中小企業支援などを活動の対象としている。ドイツのインダストリー４．０をはじめとする各国の団体との連携状況についても紹介する。

9月27日（木）　　【会 場】東4ホール　セミナー会場A　　【企画協力】日本工業出版（株）　月刊「検査技術」

時間 タイトルと概要

11:50–12:30 インフラ点検用ロボット等の開発・普及に向けた経産省の取り組みについて
 講演者：吉村 俊厚 氏　経済産業省 製造産業局　産業機械課　ロボット政策室　室長補佐　（ロボット政策担当）

13:00–13:40 福島ロボットテストフィールドの概要と役割 講演者：中村 敬 氏　一般財団法人福島イノベーション・コースト構想推進機構　ロボット事業部　部長

14:10–14:50 災害対応向け防爆自走ロボット開発とデュアルユース構想 講演者：大西 献 氏　三菱重工業株式会社　パワードメイン原子力事業部　機器設計部　技監・主幹技師

15:20–16:00 産業プラント向け配管検査自走ロボットシステムの実用開発 講演者：三浦 到 氏　三菱ケミカル株式会社　鹿島事業所　設備技術部　SSMTグループ

■ 基調講演①

■ 基調講演②

■ JIMA2018　第9回総合検査機器展【ロボット特別セミナー】

■ 地盤技術フォーラム2018 セミナー　東5ホール特設会場   聴講無料 （27-G3, 27-G4, 28-G6のみ有料） F会場  オープン、100席　 G会場  クローズド、160席　　　【申込方法】 Webサイトよりお申し込みください。 www.sgrte.jp
（セミナー講演内容はWebサイトに掲載しております。また、プログラムはやむを得ず変更になることがあります。最新情報はWebサイトでご確認ください。）


